
 

 

平素は工業会の活動にご理解とご協力賜り誠にありがとうございます。 

すっかり春らしい陽気になったと薄着をしていたら４月の大山は雪景色。 

新年度も始まり、新社会人として希望に満ち溢れた若者が社会に飛び出すころ

です。 

先月は諸事情によりサーチライトの発刊ができずに申し訳ございませんでした。

2か月分の活動報告をいたします。 

 

 

≪新事務局長のご挨拶≫ 

 

一般社団法人 日本 RPF工業会の会員の皆様 

平素は、工業会の運営に多大なご協力とご支援を頂きありがとうございます。 

3月 22日より工業会の事務局長を務めさせていただいております。 

この場を借りてご挨拶申し上げます。どうぞよろしくお願い致します。 

 

さて、足掛け約 3年に及ぶウイルス禍の中で、生活スタイルの変化と同時に、 

環境問題やエネルギー関連の視点も世界的に厳しくなり、「脱炭素」の動きと、 

それに呼応した政府「2050年 CO2実質ゼロ宣言」と、我々の仕事の環境や 

社会的な役割も大きく変化しています。 

また、本年度はプラ新法、温対法の改正など法制度の見直しも進み、業界も化学 

分野の知識や、DXや It関連の技術情報の有無も問われる時代になりました。 

 

日本 RPF工業会は、現在約 130社の会員を有する大所帯で、業界でも責任のある企業ばかりです。 

会にとって、タイムリーな市場の情報共有や社会の動きにマッチした相互の知識の交流、研鑽は、最も重

要な要素です。 

 

会員の皆様のお役に立てるよう、 

事務局はより有効な会の運営に努めさせていただきます。 

引き続きのご支援 宜しくお願い致します。 

 

事務局長 岡 弘 

 

 

 

 

Searchlight JRPF 

一般社団法人日本ＲＰＦ工業会 

２０２２年４月号 

http://free_illustrations.be-bop.info/category/10817650-11.html
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/


 

≪２，３月の活動報告≫ 

◎第３回理事会を２月１７日に開催いたしました。以下の合意がなされましたので報告いたします。 

・2022年 5月 25~27日開催の「2022NEW環境展/地球温暖化防止展」出展することが決まりました。 

   国産燃料である RPFは地球温暖化対策に貢献していることをアピールしたいと思います。 

・青年部設立準備（規約、運営方法等）が整いましたので、次回総会でのご承認となります。 

・各委員会活動の活性化を目指して、会員企業各位の所属委員会の再希望の調査を実施いたします。 

                             

≪3 月の委員会・ＷＧの活動実績≫ 

 〇技術品質委員会・安全衛生委員会合同主催 第 9回工場見学会を開催致しました 

初めての試みのオンライン工場見学会 株式会社関商店  

令和 4年 3月 15日午後 13時 30分から参加者 80名でスタート、 

最初に技術品委員会三輪委員長より開会のご挨拶があり、 

安全衛生委員会吉田委員長の進行で、工場見学がスタートしました。 

工場入り口から、昨年新築した事務所棟、製品保管棟の紹介後、 

第 1工場原料ヤードから機械室、製品ヤードの順番に機能と機械 

の説明がありました。 

続いて、第２工場もフローに沿って説明され、こちらでは小径の 

製品が製造され、製品毎に工場が分かれた機能が印象的でした。 

工場全体に防火対策として炎センサーが各所に設置され 

万が一に備えた訓練もされている。 

又、夜間は警備員も配置され火災対策を取られている 

ことに大変関心をいたしました。 

見学後のアンケートも皆様から多くの高評価頂いたようです。 

今後もさらにブラッシュアップされるようです。 

工場見学にご協力頂いたすべての皆様に感謝申し上げます。 

    

   

                         

HPアドレス (株)関商店 (rpf-seki.co.jp) 

 

 

 

〇総務広報委員会主催「地球温暖化対策の推進に関する法律」改正の勉強会を開催致しました。 

第一部は環境省地球環境局地球温暖化対策課脱炭素ビジネス推進室金澤係長より温対法改正の目的に

２０５０年年カーボンニュートラルが基本理念と明記された。又、国、地方自治体、事業者は削減計画

策定する。又、特定事業者に該当する者は地球温暖化ガス量の把握し報告が義務化を行うこと。５月に

は通称；ＥＥＧＳ（イーグス）の提供がなされるので活用してほしい。会員の皆様も特定事業者に係ら

ず取り組んでみては如何でしょうか。 

環境省_地球温暖化対策計画（令和３年 10月 22日閣議決定） (env.go.jp)  

 

http://www.rpf-seki.co.jp/
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第二部は正会員株式会社エコネコルの先進的な取り組み事例として秋山

取締役にカーボンニュートラルとサーキュラーエコノミーの推進をテー

マに講演いただきました。世界初の環境リサイクル企業としてＲＥ１０

０宣言されていて、使用する電気の９５％は再エネで行われており、使

用済資源を加工する際の温暖化排出ガスは削減されるので販売先や排出

事業者   

を通じたサプライチェーンにおいてスコープ３での差別化がなされてい

た。 

今後販売する製品のグリーンが推進されると説明された。 

参照 HP;「環境」と「経済」の融合【株式会社エコネコル】 (econecol.co.jp) 

 

≪工業会事務所講演風景≫ 

 

この勉強会では温対法改正をネガティブな規制と捉えるのではなく、国の指針を正しく理解し事業活

動のシナジーに繋げて頂く機会になればと企画いたしました。年度末で参加頂けなかった会員企業様に

は HP会員ページから閲覧できるように致します。お時間のある時に確認いただけると幸甚です。 

  講演終了後、アンケートにご協力頂きありがとうございました。今後の活動に役立たせて頂きます。 

    

 

〇海外事業支援ＷＧ会合 

日時；令和 4年 3月 10日 海外事業について各メンバーから報告と対応について協議されました。 

コロナ禍の中で海外情報が入手しづらい状況下でもありますが、東南アジアからＲＰＦの引き合いや問

い合わせが増えてきております。コロナに加えロシアのウクライナ侵攻によりすべての資源が高騰し調

達が困難になっている。先ずは情報を収集しながら進めていきます。 

 

 〇事務局と総務広報委員会並びに海外事業支援ＷＧの対応 

・経産省素材産業課より５月２２日より開催される APEC において環境シンポジウムが開催される。

日本の環境ビジネスの成功事例についてＲＰＦを紹介したいので資料提供の協力を行う。 

 

・環境省廃棄物規制課よりＤＸ推進のため当会に問い合わせあり、正会員さまのアンケート協力を頂き、

実績と要望を提出する。 

 

  ・業所管省課へ岡事務局長の新任のご挨拶を致しました。今後、関連団体もご挨拶に伺います。 

 

  ・東北大学院から依頼されたＲＰＦ事態アンケート調査報告書が届きましたので、会員様に周知 

いたしました。 

   ＨＰ会員専用ページにアクセスしてご覧ください。 

 

  ・日本プラスチック工業連盟のバイオマスプラスチック勉強会、各 SWGに参加しました。 

今後、２５０万トンものバイオマスプラチックが普及していくのか情報収集も含め参加していきます。 

 

 

                          

https://www.econecol.co.jp/


 【編集後記】 

令和４年４月１日は２０５０カーボンニュートラルの向けた法整備が施行された日になりました。私たちを

取り巻く事業環境は日々変化し、呼応して対応をしなければならないと感じる次第です。又、事業を運営す

る上では廃掃法や各種リサイクル法、労働基準法、公害関連法、消防法、道路法等々関連法令の内容を正し

く理解し、管理体制を構築し、継続的な維持が必須です。 各社様に於かれましても十分に取り組まれてい

ると推察いたします。 

ＲＰＦの製造販売も大事ですが、原料となる廃棄物を扱うのは廃掃法の下に厳格に運用されなければなりま

せん。プラスチック資源循環促進法において、いわゆる動脈産業の参入が見込まれますが、欠格要件を正し

く理解なければ取り返しのつかないことになります。私達はプロフェッショナル団体であるために研鑽をし

て参りましょう。 

新たな年度に向けて、会員企業の皆様の益々の発展を祈念いたします。                          

（文責；総務広報委員長 田墨啓治） 
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